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4 25次調査 トレンチ全景 (南 から)

5 26次調査 トレンチ全景 (東 から)
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2 29次調査中央 トレンチ全景 (南から)
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3 30次調査 トレンチ全景

5 32次調査 トレンチ全景 (北 から)

4 31次調査 トレンチ全景 (南 から)

7 34次調査 トレンチ全景 (東 から)

6 33次調査 トレンチ全景 (東 から)

8 35次調査 トレンチ全景 (東 から)
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35次調査SP013(F菊 ん`ら)

2 35次調査ピット群 (東 から)

5 如意輪寺窯跡 2号窯 (南から)
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意輪寺窯跡 2号窯 (北 か
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国分中西遺跡出上の五輪塔

3 兎子山遺跡Aト レンチ全景 (南 から)
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1 国分中西遺跡北側土層 (南 から)

4 兎子山遺跡Bト レンチ全景 (南から)

5 19次調査出土丸瓦 (凸面)

6 19次調査出土丸瓦 (凹面)7 19次調査出土平瓦の叩き目
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1 19次調査出土平瓦の叩き目

3 35次調査SP015出 土丸瓦

14フ

2 19次・35次調査出土平瓦の叩き目

5 35次調査SP005出土平瓦

4 35次調査SP015出土平瓦
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1 35次調査SP005出土平瓦

2 NRM01

4 NRM02

3 NRM02

5 NRH01

6 NRH01

7 NRH01
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兎子山遺跡
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

讃岐国分寺跡 寺跡 古代～近世 掘立柱建物跡・柱穴 瓦

器

埠,須恵器,土師

陶磁器,土製品

如意輪寺窯跡 窯跡 古代末 窯跡 瓦,黒色土器

国分中西遺跡 塚跡 ? 古代～近世 溝 瓦,陶磁器,土師器

兎子山遺跡 散布地 旧石器 ? サヌカイ ト剥片

要 約 本書で報告した遺跡は,高松市国分寺町に所在し,旧国分寺町教育委員会によって発掘

されたものである。

讃岐国分寺跡での発掘調査は,寺域西側の史跡地内でこれまでに実施された確認調査成

果である。その中でも35次調査において,古代讃岐国分寺に関連する掘立柱建物跡が築地

塀の外で確認でき,国分寺関連施設が周辺に展開していることが明らかとなった。

如意輪寺窯跡では,平安時代末期に比定される半地下式有体平窯を2基確認した。

国分中西遺跡では,道路改良工事中に五輪塔が出土したため,中世の塚の存在が想定さ

れたが,土層の状況から木根痕跡に出土地周辺に存在した塚の構成上が堆積したこと明ら

かとなり,当該地が塚ではないことが明らかとなった。

兎子山遺跡では,サヌカイトの剥片が採集されたが,遺構は確認できなかった。



特別史跡讃岐回分寺跡
一第16～ 21・ 25～35次調査一

如意輪寺窯1跡

国分中西遺跡
兎子山遺跡

編集 。発行 高TAkT教育委員会

高松市番町一丁目8番15号

発 行 日 平成19年 3.月 30日

印   刷 若葉プリント

Ｉ

　

　

Ｉ


